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超小型化学プラント (マイクロリアクター)を開発することで､従来の反応装置にない高機能化し

た反応システムが期待できる｡流路の大きさが数百〃m以下になると､物質拡散する時間が飛躍的に

短くなる､熱応答が速くなる､単位体積あたりの表面積が大きくなるなどの効果により､今までにな

い新しいデバイスの開発が可能になる｡

このマイクロリアクターを実現させるためには､反応流路内の流れ､物質移動､熱移動､化学反応

などの物理的 ･化学的な挙動を把握することが不可欠であり､その現象をコンピュータ上でシミュレ

ーションする数値解析は､実験研究では難しい詳細なデータが得られる利点がある｡

本年度は第 1次シミュレーションを行い､反応流路内の大まかな挙動を明らかにできた｡今後は実

験値を盛り込んでシミュレーションの精度を上げていく予定である｡
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